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鐵
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編
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本

邦

鐵

道

の

社

會

及

,
.經
濟
に
及
ぼ
せ
る
影
響

』

H
卷
並
，に
附
圆
、
勘
版
二
六
九
，

0
真 

束
京
博
文
僻
發
资
似
金
拾
蠻
圆
，

常
十

！

號
.

111 
ニ

明
治
西
年
京
濱
間
の
鐵
道
が
開
通
し
て
ょ

レ

将

に

年
 

瓜
紀
、
.此
の
間
に
於
け
.る
ネ
邦
鐵
道
の
發
逮
著
し
き
も 

の
ぁ
ゥ
、
德
川
時
代
ご
明
治
時
代
ご
ど
比
較
す
れ
ば
戴 

道
の
照
®
發
達
を
境
i
し
て
本
邦
变
通
界
は
一
大

基

命
 

を
來
し
た
に
も
拘
は
^
^
^
^
す
、
日
本
の
交
通
發
達
史
を
說 

い
た
著
書
は
未
だ
現
は
れ
な
い
，
.織
道
の
發
達
の

み

を
 

論
じ
た
も
の
す
、ら
資
来
低
に
公
に
さ
れ
な
か
つ
t

o
全 

體
、
鐵
道
に
關
す
ぶ
邦
書
の
總
數
が
十
指
を
厨
す
る
こ

成

.る

附

職

を

添

え

て

ぁ

る

。
：
上

卷

三

章

®

M

:二

十

j 

!

貞

は

本

氣

オ

發

絶

史

め

叙

述

.に

充

て

、
ホ

懇

七

章

(

第
 

P

章

乃

至

策

十

章

)

七

.
I
r
H
七

十

條

H

は

鐵

道

發

途

の

遭
 

工

業

に

及

ぼ

せ

る

影

響

の

記

述

に

无

て

ポ

®

八

章

(

幣

十

1

章

乃

至

第

十

八

章

)

四

W

八

十

條

S

は

之

を

鐵

道
 

發

達

の

浪

数

ン

商

業

、

交

通

業

並

に

社

會

上

H

際

上

に
 

及

ぼ

せ

る

影

響

の

論

述

に

充

て

、

章

を

分

つ

こ

ダ

』

十

\
 

务

章

多
 
<

之

を

數

節

乃

至

十

數

節

に

分

ち

叙

述

頗

る

詳
 

細

を

極

：
^
て

屈

る

。

今

を

の

⑧

容

，の

槪

目

を

述

ぶ

れ

ば
 

第

一

章

に

於

て

は

鐵

道

開

通

前

な

る

德

川

時

代

の

交

通
 

狀

能

を

槪

說

し

鐵

道

開

通

以

後

最

近

(

大

疋

一

一

年

)

，
に

至
' 

る

迄

の

官

私

設

繊

道

、
輕

便

繊

道

等

の

盤

、
貨

客

霊
 

の

發

莲

の

跡

を

述

べ

て

居

る

こ

ふ

：

n

十

儉

育

、

S

軟
 

に

於

て

は

旅

客

及

小

手

荷

物

運

輸

の

加

何

に

發

達

し

改

. 

善

さ

れ

し

か

を

速

賃

低

落

、速

力

墙

加

、時

間

正

碑

M

 

辟

®

、
設

俯

改

善

.
輸

送

能

力

增

加

等

の

細

目

に

つ

て

雄

十

翁a

六

ニ U

批

評

と

糾

介

足

り

な

い

や

ぅ

な

狀

態

に

狂

る

现

f
f
iに

於

て

#

に

R

本 

の

鐵

道

に

關

す

る

著

書

の

出

現

を

望

む

は

或

は

無

a

な 

注

文

か

も

知

れ

ぬ

が

、

を

れ

で

も

一

ゥ

位

は

ぁ

つ

て

も
 

よ

さ

ぅ

な

も

の

だ

。

唯

！

つ

さ

き

に

戴

避

時

報

局

よ
 

『

日

本

の

鐵

道

論

』

な

る

も

の

を

出

版

し

れ

が

之

は

同
 

社

發

行

の

鐵

§

報

に

を

に

さ

れ

た

雙

や

演

靈

記
 

を

纏

め

た

も

の

に

週

ぎ

や

し

て

何

等

系

統

的

の

著

®

で 

は

な

か

つ

た

。

か

ぐ

し

て

本

邦

經

濟

學

界

は

當

然

所

有
 

す

べ

か

り

し

共

同

財

産

を

所

有

す

る

に

至

ら

す

し

て

久
 

し

く

讀

書

子

を

し

て

不

滿

の

感

に

爐

.
え

ざ

ら

し

め

た

の
 

で

ぁ

つ

れ

が

、

S

年

七

月

帝

國

鐵

道

院

か

ら

此

の

泥

廣
 

を

充

す

べ

ぐ

一

つ

の

共

同

財

遊

が

提

供

せ

ら

れ

た

、

兹

に

紹

介

せ

む

ご

欲

す

る

『

本

邦

鐵

道

の

社

愈

及

經

濟

に
 

及

ぼ

せ

る

影

響

』

即

ち

基

で

も

る

。

本

書

は

H

數

凡

て

千

六

ぼ

九

十

贾

、

之

を

上

、
巾

、
下
 

の

三

卷

に

分

ち

、

別

に

H
-
:

ハ

版

因

倍

大

の

f
H數

十

葉

よ0

ぐ

f

 ¥

地
前
マ
し
比
較
-

て̂

詳

述

す

る

こ

-

I 

r

w儉

K

。 

第

：

W

章

は

貨

物

述

輸

に

就

て

迷

賃

低

落

、
設

傭

改

卞

々

、
速
 

カ

及

輸ハ！
！

嗜

カ

潘

加

等

の

倏

達

を

述

べ

て

屈

る

(

ぽ

ト
 

儉

賈

。)

.

第
！
！

章

は

鐵

道

發

逮

の

農

業

圓

®

業

等

に

及

ば
 

せ

る

影

響

タ

ぱ

米

、

雑

穀

、
茶

、

生

果

、
肥

料

等
 

に

就

て

そ

れ

ぐ

生

鹿

增

加

の

促

進

b

輸

送

®

路

の
g

 

更

、

生

座

業

分

布

の

變

動

販

路

の

擴

張

等

を

來

せ

る

こ 

i

を

1
I,

白

餘

頁

に

豆

っ

て

詳

述

し

。

第

五

，

llf

は
す
；

H

産

業
 

に

及

ぼ

せ

る

影

響

(

二

十

條

s

o

l
ハ
！

水

廣

業

(

ほ
 

類

、
食

®

)

に

及

ぼ

せ

る

影

響

(

五

十

儉

®

o

き

わ

^

は 

山

桃

紫

(

木

材

、

木

炭

)

に

及

ほ

せ

る

影

響

0

二

十

儉

M

) 

第

八

章

は

採

鯽

冶

金

及

採

石

業

(

金

屬

織

業

、

M

r

 

石

油

、

採

石

)

に

及

ば

せ

る

影

響

(

十

儉

廣

)

o 

は

s

絲

業

に

及

ぼ

せ

る

影

響

(

H

十

餘

頁

)
.

を

"
.
そ

れ
 

ぐ

各

植

生

遊

業
！，：

就

て

生

産

消

費

、

服

賣

> 
輸

送

と
 

鐵

道

ご

の

關

係

を

詳

述

し

て

居

る

。：

所

謂

原

始

生

廣

業

5

H

-if：
I I
ひ 

i 1 
3jiた !1

!■!
■ 

t
l ハ} 

t]
 
J-
 

- 

i
f
f

l i
t

*i

‘ ‘M

ま ;

i!

ft

I
I

1：

(
V
J 

/ 

J
f
c
T
#

i

!



' * パ：-,.，

H

i

y

y

s
m
ô
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-

r

^

^

r

a

批
評
と
紹
介

じ
及
ぼ
せ
☆
影
響
p
就
て
ぼ
.翁
を
以
て
終
ね
次
は
製
退 

工
業
に
及
ぼ
せ
'る
影
響
の
叙S

で
♦
る
。
即
ち
第
十
章 

は
働
糸
妨
績
、
綿
糸
祐I

T

織
物
？
陶
織
器
"
セ
メ
ン 

ト
ゥ
蹄
子
、
嫌
冗
及
：あ
、
膝
器
、
製
.

紙
"
®

寸
"
藤
i

 

小
务
粉
、
砂
糖
、和
洋
酒
"購
油
の
十
五
®
に
就
て
詳
述 

三
：商
撒
H
に
i
B
;つ
て
居
る
.。
第
十1

章

に

於

て

'
は

消

費
 

に
及
ぼ
せ
る
.影
響
と
し
.て
原
料
品
、
生
话
品
の
消
毅
> 

天
災
不
作
時
に
於
け
る
織
道
み
®
動
を
述
べ(

S
十
儉 

M)

第
十
二
：章
は
内
外
商
業
に
及
ぼ
せ
る
影
響
i

十 

條
M)

。
盤
十
三
章
は
通
信
事
業
に
及
ぼ
せ
る
影
響(

ニ
、
 

十
條
頁)

。
第
千HE

章
は
海
陸
述
送
業
に
及
ぱ
.せ
る
影 

響(

.百
二
十
檢
K)

を
"
而
し
て
第
十
五
.章
は
任
®
營
業 

に
，及
ぼ
せ
る
影
響
ど
し
て
交
通
に
圓
係
あ
る
述
送
取
锻 

業
"
倉
®
業
、
旅
館
，#
®
船
車
業
、
遊
覽
地
等
の
變
遷 

(

八
十
條
贾
.

)

をg

ベ
て
：居
る
.。
以
上
.は
皆
是
れ
經
濟
上 

に
及
ぼ
甘
る
'

.
の
叙
述
で
もCV

た
.が
"
.こ
れ
か
&
以

.‘
，

.

，激-
H

 
球
.，
• 

' J
s
i
r

後
は
'社

會

上

に

及

ぼ

せ

：：
る
.影

響

に

駒

す

る

も

の
 

で
簿
十
六
章
じ
は
*
 ̂

P分
布
に
：及
ば
せ
る
影p

l
i

し
て

商
工
業
"
鐵
道
、
人G

：

等
の
相
關
關
f

郁

，市

及

接

續

町

村
の
發
展
ゃ
鐵
道
沿
線
地
方
の
盛
衰
を
述
べ(

五
十
儉 

M)

第
十
七
章
に
は
文
.化
風
恪
に
及
ば
せ
る
影
響
ふ
し 

て
敎
育
"
風
敎
"
民
心
の
發
逢
凝
動
等
を
說
& (

五
.十
餘 

買)

而
し
て
第
十
八
章
に
於
て
は
'國
際
刷
係
に
及
ぼ
せ 

る
歉
響
し
て
內
外
人
の
親
变
、
貴
客
の
國

g

的
速
輸 

圆
十
條
頁
を
說
い
て
全
卷
を
了
つ
て
屈
る
。

'

以
上
は
本
臀
の
內
^
を̂
極
め
て
雜
« 

1
2
取
示
し
た
に 

過
ぎ
な
い
が
、
之
を
觸
M
し
て
息
る
ご
其
.の
跋
す
る
所 

は
槪
ね
統
計
に
基
づ
く
事
實
の
叙
雑
で
ぁ
ゥ
て
統
計
表 

が

大

部

分

を

.占

め

、

批
評
を
避
け
て
専
ら
本
邦
繊
道
の 

發
達
並
.に
そ
の
.各
方
面
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
そ
の
も
の
. 

を

、
客

觀

的

じ

示

す

に

：
筋

め

.
て

居

る

。

故

に

本

臀

の

.
®
値
 

は
：
事

：實

を

.繊

當

に

S

.

U

觀

察

記

述

レ

て

も

.
る

や
不r

や
：
よ̂
り
て
定
ま
义
譯
で
あ
る
が
、
そ
め
材
淡
は 

之

をr

獨
鐵
道
院
内
の
記
錄
統
託
の
み
に
偏
倚
せ
す 

廣
く
財
料
盤
集
の
方
針
を
樹
て
®
係
咎
省
、
全
國
®
地 

方
應
、
其
他
諸
画
體
に
就
て
絲
計
及
l
^
wの
調
査
を
な 

し
殊
に
事
實
の
調
査
に
關
し
て
は
進
ん
で
各
地
の
實
況 

を
觀
察
す
る
こ
"ヒ
を
主
服
.ご
し
た』

i

い
ふ
こ>

し
で
あ
' 

る
か
ら
"
資
料
は
先
づ
吾
人
の
斯
待
し
得
る
最
も
正
確 

に
し
て
尤
も
信
®
し
得
べ
き
も
の
i
云
ウ
て
よ
か
ら
ぅ 

し
&
調
森
の
方
針
办
大
體
に
於
て
可
な
ね
*、し
な
し
て
よ 

か
ら
ぅ
、/し
思
は
れ
る
0
そ
れ
故
に
吾
人
は
之
に
よ
ゥ
て 

本
邦
繊
道
の
發
達
の
跡
や
現
狀
を
知
b
得
る
は
勿
偷
、
 

交
、通
の
理
論
が
斯
ぐ
あ
る
べ
し
ご
抽
象
的
に
數
ふ
る
廉 

々
に
就
て
冗
確
な
る
賞
際
上
の
例
識
を
豐
當
に
與
へ
ら 

れ
た
譯
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
敎
科
書
で
は
、
鐵
道
の
發
達 

は
述
輸
の
安
全
正
確
"
廉
便
、
愉
快
t
迅
速
を
來
し
大 

贵
輸
送
を
可
能
な
ら
し
め
るV

J

か
、
生
鹿
業
の
齋
達
を

第
十
料

-

(.一

六
二
三

)

批
評
と
糾
介

刺
戟
促
進
す
る
ビ

ぢ

生
鹿
業
の
分
布
に
鏡
動
を
來
す 

ご
か
、
貨
物
服
路
の
擴
張
移
動
を
來
す
ビ
か
、
人
口
の 

地
方
的
移
動
を
政
し
分
布
に
變
動
を
來
さ
し
め
るVJ 

か
"
变
通
系
統
變
更
の
結
果
ご
し
て
地
方
的
®
衰
を
來 

す
ご
か
云
ふ
こ>/J

を
敎
へ
て
居
る
が
、
本
書
は
是
等
の 

諸
結
論
が
我
國
に
於
て
如
何
に
實
现
さ
れ
た
か
ビ
い
ふ 
> J V

J

を
具
體
的
に
詳
細
に
裏
書
し
說
明
し
て
居
'る
の
で 

あ
る
。
勿
論
本
書
は
敎
科
嘗
ゃ
實
務
誌
で
は
な
い
か
ら 

之
に
よ
b
て
鐵
道
に
關
す
る一

般
的
槪
念
を
得
又
は
經 

營
の
實
務
に
通
せ
んVJ

す
る
こ
ご
は
望
み
難
，

S

所
で
あ 

る
こ>/J

云
ふ
迄
も
な
い
が
、
旣
に
敎
科
書
に
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